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第-1巻～第20巻総目録

（総目次・総索引・ 一覧）

ヽ

中村 純・大澤 華代

ミツバチ科学第1巻から20巻 までの総目次

に引き続いて， 全記事について項目および著者

名による索引を以下に掲載した． さらに， 参考

図書紹介および本文記事 で紹介した医書の一

覧 および蜜源植物を紹介した「蜜源植物シリ
ー ズ」の一覧を添付した．

目次総覧(pp.158-177)

第1号1巻から20巻 4 号までの全記事（一

部連絡項目などを省いた）について目次を再現

した． このうち参考図書紹介については紹介し

た書籍名を明示した．

項目索引(pp.178-182)

通常巻 末に添付される項目索引同様に， 図書

十進分類に基づいて項目を羅列し， それぞれの

分野内での副項目， 小項目は， 一部の例外を除

いてカテゴリ ー ごとに五十音順に並べた. 19 

の大分類項目に対して， 見出し項目は末端の小

項目まで含めて200余となった記載事項は，

掲載巻 （号）：開始ペ ー ジ である．

索引の作成にあたっては， 各記事にキ ー ワ ー

ド（最大5個）と分類項目(2個まで）を付与

し， それぞれのキ ー ワ ー ドや分類項目ごとに記

事を抽出して， 配列し， 一部はさらに詳細なキ
ー ワ ー ド（地名や生物名）を与えて， カテゴリ
ー ごとに「入れ子」構成として再配列した． こ

れによって， 記事の多くが複数の見出し項目か

ら絞り込んだ形で検索 できることになる．

実際には，1000を超える全記事に対してキ
ー ワ ー ドを付与する作業が膨大なものとなり，

またカテゴリ ー ごとにばらつきが大きくなった

ため， いわゆる五十音順索引を構成 することは
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断念して， このような項目索引になった その

ため， 本当の意味での項目検索を実現すること

は できず， 機能面での使い勝手はよくはない

が， 一目 で各分野の記事の量を感じていただけ

るものにはなったと思う ．

また， この作業を通じて作成・改良されたコ

ンビュ ー タ上のデ ー タベ ー ス で， キ ー ワ ー ドお

よびタイトル語（タイトルに含まれる任意の単

語やフレ ー ズ） での検索を実現可能にした． 将

来的にはこれをホ ー ムペ ー ジ上で公開して， ミ

ッパチ科学購読会員の方々の利便を図ろうと考

えているの でご期待いただきたい．

著者索引(pp.183-186)

こちらは著者名のアルファベット順による構

成とした． 若干読み仮名の関係で前後している

ものがある点はお詫び申し上げる． 複数の著者

を含む記事についても， 全著者について索引に

含めることが できた． 記載事項は項目索引同様

掲載巻（号）：開始ページとなっている． この索

引は上記のデ ー タベースに加えてあるの で， 著

者名によるオンライン検索も将来実現する予定

である．

参考図書紹介一覧(pp.187-188)

号末の「参考図書紹介」の他に， 本文記事と

して紹介した書籍を含めて， 紹介した書籍は

160点を超える（岡田 一次教授による洋書の紹

介を含む）． この一覧 では，本文記事のものは記

事のタイトルを， 圏書紹介欄に記載されたもの

は， 著者名と書籍名をそれぞれ掲載順に表示し

た．

蜜源植物シリーズ一覧(pp.188)

第1巻から45回にわたって掲載したシリ ー

ズ である． ここ では掲載順に表示した．

＊記事コビ ー の請求

必要な記事のコビー を， ミツバチ科学購読会

員 であれば， コピ ー 代(35円／枚）と送料実費

（着後郵便振替）でお送り できます． お申し込み

は郵便fax, email に限ります． 詳細はお問合

わせ下さい．


